





























































































































































































































































る。光の子どもの家に 2000 年度から 2003 年


















































































































































































Adoption Assistance and Child Welfare Act）に
お け る「family reunification」 や、 国 連「the 
















































































































































































































































に 明 ら か に 制 約 さ れ る。（Gubrium and 
Holstein=1997：319-320）









































































 3 ） 1989 年度の相談対応件数は 1101 件であったが、
児童虐待防止法が施行された 2004 年度には














（雇児発 0405 第 11 号）」により資格要件が初めて
明記された。








 6 ） 原文は Maluccio 他（1993）によるが、訳語はト
ムソン（トムソン 2005;2006）で翻訳引用された
日本語訳を用いた。
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